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施策

基本目標4   誰もが誇りや憧れを抱く安全安心で快適なまちの実現
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施策 54 環境配慮行動の促進 

 

 

  目指す姿 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○区では、環境学習の拠点である環境ふれあい館を中心に、子供から大人まで各世代に応

じた講座を開催するなど、区民に対して環境学習の場を提供し、環境に配慮した自主的な

行動につながるよう努めています。加えて、小中学生に対しては、地域における清掃活動

への参加や清掃施設見学会の開催などを通して、環境教育を推進しています。 

 また、環境団体や NPO と連携した体験講座やイベントなどを開催することで、環境に関

する情報を広く発信し、環境保全への意識啓発に取り組んでいます。 

 引き続き、区民や事業者、区などが連携して、多様な環境学習の機会を創出し、環境保

全の裾野を広げていく必要があります。 

○区では、地域におけるまちの美化を図るため、町会や商店街などと連携し、自主的な清

掃・美化活動を行う団体・個人を支援しています。令和 3 年度末の大江戸清掃隊の登録団

体数は 380 団体で、地域での自主的な環境への取り組みが活性化するとともに、区民など

の環境美化意識の向上が図られています。 

 更なるまちの美化を図るため、今後も区民などによる自主的な環境への取り組みをより

推進していく必要があります。 

●区民や事業者、地域の団体など多様な主体が連携し、環境に配慮した

取り組みを行うことで、環境に対する意識が高まり、自主的・主体的

な環境行動が実践されています。 

年1,569人 環境学習講座受講者数 年 7,500 人 

環境にやさしい暮らし方に 
取り組んでいる区民の割合 

60.1％ 
（平成 25年度） 

70％ 

（令和 10年度末） 
指   標   名   

現  状  目   標   

 （令和 4年度末） 
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○令和 2 年 4 月に「改正健康増進法」及び「東京都受動喫煙防止条例」が全面施行された

ことにより、屋内での喫煙が大きく制限されることとなりました。それに伴い、区では「東

京都台東区ポイ捨て行為等の防止に関する条例」を改正し、歩きたばこの禁止や喫煙禁止

時間の指定などを規定し、まちの美化の促進を図っています。また、令和 4 年 3 月に「台

東区公衆喫煙環境の整備指針」を策定し、公衆喫煙所の整備やマナー指導員の配置など、

更なる分煙対策に取り組んでいます。しかしながら、屋外での喫煙に関する意見が多く寄

せられているため、喫煙する人としない人が共存できる環境の整備をより一層進めていく

必要があります。 

 

  主な取り組み 

①環境に関する学びの充実 
区民や事業者などに対して講座や講演会といった環境学習の機会を充実させ、自主的な

環境行動の実践につなげます。また、小中学校での環境教育を通し、児童・生徒一人ひと

りが環境について学び、自ら考え、行動につなげられるよう取り組みます。さらに、環境

ふれあい館のあり方についても検討し、環境学習の拠点としての機能の充実を図ります。 

②多様な主体による環境行動と協働の推進 
 区民や事業者、地域の団体などと連携し、イベントの開催や情報発信などを行うととも

に、多様な主体が自主的・主体的に環境活動に取り組めるよう支援します。 

③喫煙マナーの向上と公衆喫煙所整備の推進 
快適な都市空間を維持するため、公衆喫煙所の整備や民間事業者などに対する公衆喫煙

所設置費等助成やマナー指導員の配置による喫煙マナーの啓発などに取り組み、喫煙する

人としない人が共存できる環境づくりを推進します。 

  

大江戸清掃隊 
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